


























立てて一歩先を予測しながら，文章題の Unknownから Given Data方向にむかって，逆方向に
演繹推論を適応して，問題を解いているのではないか」と論じた［４，５］。この逆向き推論
方式の有効性を評価するため，本稿では，難解と言われるブラック＝ショールズ方程式の導出






















２－１．Given Data と Unknown
オプションの期待値を計算する文章題として，問題を設定し，その Given Dataと Unknown
（期待金額，期待値）の間をつなぐ，推論過程を図１に示した。１枚の図に収まらないので，

























































（t） （t）= µ dt + ・・ dBσ
dS
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いる。どのような PDF を仮定しても，大きさ n を増やすと正規分布に近づくことが見
















u = ln S
S0
よって，株価 Sの PDFではなく，確率変数 uの PDFを用いて，期待値の定積分を行う。
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